
倉敷市総合浸水対策推進協議会副会長を務めさせていただいています。
基本計画の調査・審議にあたっては、行政、市民、事業者が各々の役割を果たす点や線の
集合体ではなく、相互に手を取り合って面的に取り組む浸水対策とすべく、様々な分野か
ら集まっていただいた委員の方々により、積極的に議論を行いました。
本計画は、市民・事業者も含めたみんなで力を合わせていくという概念の基に作成してい
ますので、単なる行政の施策計画としての位置づけではなく、私を含め、倉敷に住んでい
る皆さんの浸水対策のポリシーとしての役割を担い、次世代につなげていけるようにと願っ
ています。
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PR ポイント! 取組の効果 !
激甚化する水災害に備えるため、流域に住むみんな
が、自分事として、それぞれのできることに取り組み、
地域の災害を防ごうという考え方である「流域治水」
を推進するにあたって、市民や事業者の皆さまが、自
分たちのできることを知って、実行していただくこと
が最重要と考え、その主たるツールとして、「倉敷市
総合浸水対策基本計画」を策定しました。

雨水排水計画協議による雨水流出抑制対策は、事業者の皆さま
に積極的に取組んで頂いており、条例の施行から令和５年７月
まで21件の協議が完了しています。それにより期待される雨
水流出抑制量は約3，000立方メートルとなっています。
今後は、基本計画の更なる周知に努め、行政、市民、事業者の
皆さまの取組の相乗効果により、浸水被害を軽減し、次世代が
住みたいと思えるまちづくりを目指します。

防災・減災部門

倉敷市

行政・市民・事業者 みんなが自分事として取り組む
浸水対策
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